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本報告書のアジェンダ
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１ 調査の狙い

２ フランスの取り組み

３ スウェーデンの取り組み



年金教育に関する海外制度調査の目的・全体像
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１ 目的

年金制度は「老後」ではなく、働き方・家計・税・社会保障が連続するライフプランそのものであ
る。日本の学校教育において（家庭科・公共・キャリア）「年金」を横断テーマとして体験的な学び
から制度への理解や学生の将来のキャリア形成への影響を理解し、ライフプランと年金及び社会保障
を自分事として捉えられるような教育モデルを調査する。

２．調査の趣旨

本調査は、①学校教育での位置づけを強化し、②体験の入り口を確保し、③社会側の支え（教材・
ツール・非商業ネットワーク）を構築する、という三点を海外の成熟モデルに学んで分析することに
ある。
フランスは学校内へ制度的に組み込むモデルであり、スウェーデンは社会インフラとネットワーク

で学校を支援するモデルである。これらを比較し、日本における年金教育の発展の設計原則を抽出す
る。

３ 調査対象国・機関

①フランス
OECD、Agirc-Arrco、国立社会保障学校（EN3S）、国民教育・青年省、Union Retratie

②スウェーデン
Viktor Rydbergs School Vasastan（ヴィクトル・リュードベリ記念学校）、
金融監督庁、minpension



• フランスの取り組み



フランスの年金教育・社会保障教育の全体像
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フランスでは、社会保障（とりわけ年金）の理解を「連帯（Solidarité）」の価値に基づく公教育の横断テーマとして位置づ
け、国民教育・青年省とEN3Sが協働して教材・イベント・教員研修を全国スケールで展開している。

⚫ EN3S（国立高等社会保障学校）は、国民教育・青年省と継続的に連携し、学校段階に応じた授業
キット、ウェブ教材、MOOC、対面・遠隔の研修を提供。目的は、社会保障の原理と価値の周知と
若年層の市民性育成である。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



連帯の理念：年金を“老後の話”から“共同の仕組み”へ

6

フランスの年金は、現役世代が拠出し退職世代に給付する“世代間連帯”の仕組みが中核的概念。非就労期（育児・失業・疾
病）も権利の連続性として扱われ、生活と制度が切れ目なくつながる。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの

⚫ 年金は再分配メカニズムの中核。共同の財源（保険料・税）をリスクやニーズに応じて配分する設計
で、平等・公平の概念を公教育で扱いやすい

⚫ 教材では「連帯＝みんなで拠出し、必要に応じて支え合う」価値を、体験課題を通して理解させる。



E N 3 S  ×国民教育・青少年省の推進体制とユース・プログラム
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EN3Sは国民教育・青年省の全国ネットワークと連動し、教材群の配布・教員支援・全国イベント（例：若者・連帯・市民コン
テスト）で普及を加速している。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの

⚫ 学校現場では、授業用キット／評価例／テーマ別資料が整備され、授業準備の負担を軽減
⚫ 「若者・連帯・市民」コンテストなど参加型の学習機会を提供し、学びを作品・発信に接続。



（参考資料）物語教材「食堂の失踪事件」：配分の“体験化”で年金原理に到達
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⚫ 小中学生向けのストーリー教材「食堂の失踪事件」は、パンケーキの配分ゲームから“共同の皿”に拠出→公平に分

けるという連帯の本質を体感させ、年金の再分配原理へ導く。アクティビティ集には割算・割合（数学）×主語・

動詞（言語）×公民（連帯）が組み込まれ、教科横断で運用可能

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



若者向け社会保障教材がわかる学習ポータル： s e c u - j e u n e s . f r
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secu-jeunes.fr は、EN3Sが運営する 若者と教員のための専用学習ポータル。社会保障の仕組
みを、動画・インタラクティブ教材・授業キットなど学習者中心のデジタル教材で提供する。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



（参考資料）インフォグラフィックで“制度の地図”を見せる
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⚫ 二階建て（基礎＋補足）や現役：退職比など、制度全体像を一枚図で把握できるインフォグ

ラフィックが整備され、部分学習を全体構造に結び付ける。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



• フランスにおける関係団体の広報



金融・家計・年金をつなぐE D U C F I（中学校パスポート）
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フランス銀行主導のEDUCFIは、中学校カリキュラムに予算管理・口座・決済・詐欺対策・貯蓄・ローンを系統的に実装し、
年金や社会保障理解の橋渡しをする。

[出典] フランス国立高等社会保障学校提供資料を厚生労働省が翻訳したもの

⚫ 授業構成は体験課題・クイズ・口座明細の読解・ロールプレイ等。日常の金銭行動から制度理解へ段階的に
引き上げる。

⚫ 教師用の年間運用案・評価手順が用意され、学校横断で展開しやすい。



フランスの義務的インターンシップ
：社会保障機関で“働く”ことから学ぶ教育モデル
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フランスでは、中学4年生（日本の中3相当）と高校1年生を対象に職業体験（インターンシップ）を義務化。Agirc-Arrco
やGPS（社会保障グループ）などの社会保障機関が広く受け入れ、若者が職場体験を通じて年金・社会保障の仕組みを“自
分事化”して理解できるようにしている。

[出典] Agirc-arrco提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



• スウェーデンの取り組み



スウェーデン金融教育の全体像
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スウェーデンは、金融監督庁を中核に、学校・行政・民間・NPOを束ねた全国ネットワークを通じて、

生涯にわたる金融教育を体系的に推進している。

⚫ 金融監督庁は監督当局としての市場安

定機能に加え、消費者保護と教育を一体

で進める政策設計を行い、家計の実践的

課題（口座・決済・契約・投資・年金等）に

直結する学びを国民に提供している。

⚫ 当該教育は学校現場のみならず、自治

体・業界・NGOと連携した地域展開で裾

野を広げ、教材・研修・キャンペーンを多

層的に組み合わせることで、対象層別の

到達と定着を両立している
[出典] Finansinspektionen提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



スウェーデンにおける金融リテラシーに関する国内課題
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スウェーデンでは金融知識や金融ウェルビーイングに格差がある中、金融市場の複雑化とデジタル化

に対応するため、政府は特に子ども・若者・親への金融教育強化と教師支援を重要課題としている。

⚫ スウェーデンでは4人に1人が基本的な金融知識を欠き、性別・年齢・収入で自信や理解
に差がある。金融リテラシーの国際順位は高い一方で、男女間の知識ギャップが大きい
点が課題となっている。

⚫ 金融ウェルビーイングは健康状態や日常生活への肯定的な姿勢と強く関連している。若
年層・女性・低所得者・外国生まれの人ほど金融ウェルビーイングが低く、格差構造は
金融リテラシーと共通している。

⚫ 金融市場のデジタル化により商品が複雑化し、消費者には高度な金融知識が求められる
ため、政府は金融リテラシー向上を重要課題としている。

⚫ 若年期に金融習慣が形成されることから、子ども・若者・親への金融教育強化と、教員
へのサポート拡充が不可欠とされている。

⚫ EU枠組みでも重視される中、スウェーデンでは高校段階でパーソナル・ファイナンス教
育が強化される一方、教師は内容の複雑さから十分な支援を求めている。



国際比較における位置づけ
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⚫ 国際比較では平均以上の知識水準と市場参加が見られる一方、株式保有や積立投資、老後計画の実行

に層間差が残る。金融監督庁はこの差を縮小するため、段階別教材と行動支援の拡充を図っている。

⚫ 金融市場のデジタル化で投資機会は広がった一方、知識不足のまま高リスク投資に向かう人や、逆に

不安から銀行預金にとどまる人が生まれており、双方に適切な金融知識が必要とされている。

[出典] Finansinspektionen提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



全国ネットワーク「G i l l a D i n E ko n o m i（G D E）」の構造
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⚫ GDEは100以上の機関が参画する非商業的ネットワークであり、無償教材と統一研修を提供し、

全国規模の金融教育の実装基盤として機能している。

⚫ 教材は広告を含まず中立性を担保し、現場教員や地域の専門家が同一水準で授業・講座を実施できる

よう、運営・評価・広報を含む一式のキット化を進めている。

⚫ 金融監督庁はコーディネーターとして、ネットワーク内の計画、配布、研修、アクセス分析を統合し、改善

サイクルを主導する。

[出典] Finansinspektionen提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



G i l l a D i n E ko n o m iが提供する学校カリキュラム（4〜1 2学年）
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⚫ Gilla Din Ekonomiでは4～12学年の生徒を対象とした教材を学校に提供し、人生の早い段

階で基本的な金融知識を身に着ける手助けをしている。

[出典] Finansinspektionen提供資料を厚生労働省が翻訳したもの



G i l l a D i n E k o n o m i教材：K o l l p å C a s h e n（高校向けシミュレーションゲーム）
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Koll på Cashenは契約・金利・詐欺・給与・年金等を総合的に扱い、動画と授業キットで教師の授業実施を体

系的に支援している。

[出典] Finansinspektionen提供資料を厚生労働省が翻訳したもの

⚫ シミュレーションゲームではレトロデザインにおけるインタラクティブな旅をベースに、3人のキャラ
クターが人生を歩み、それぞれの個人的な財務判断を手助けする体験を提供する。

⚫ ゲーム中、プレイヤーは予算、貯蓄、住宅購入、退職、年金など、人生の出来事によってすべての決
断が左右される。

⚫ インフレ、金利上昇、食料価格の上昇といった社会経済的要因が自国の経済にどのような影響を与
えるかも理解できる。



G i l l a D i n E ko n o m i 大学段階における年金教育（Pe n s i o n s k u n s k a p）
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⚫ 教育コースPensionskunskapは、いくつかの大学で将来の人事部門管理者やエコノミストを対象として実

施されており、スウェーデンの年金制度に関する知識を深めることを目的としている。2015年～2023年に

1,630人の学生が同コースを受講した。

⚫ 対象は将来の人事・福利厚生を担うHR系学生および経済・金融系学生であり、給与設計、企業年金制度の設計・運営、

従業員コミュニケーション、退職給付会計の要点を、ケース教材と講義・演習の組み合わせで段階的に修得させている。

⚫ Pensionskunskapは、外部講師による2回の終日セミナーで構成される。このコースを受講する大学生は、ス

ウェーデンの年金制度について知識を学び、従業員の年金制度への加入が雇用主よって適法に行われる必要性を

理解できるようになる。

⚫ 授業は公的年金（基礎・所得比例）と職域年金の全体像を起点に、加入・拠出・給付のライフサイクル、税制上の取扱い、

長期運用のリスク・リターン、負債評価やディスカウントレートの考え方までを含む実務的カリキュラムで構成される。



（参考資料）スウェーデンの年金テキスト：制度解説の構成・内容・特徴（要約）
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⚫ 本テキストは、公的年金（基礎＋所得比例）と職域年金の二層構造、拠出・給付・税制・長期運用を

体系的に整理し年金制度への理解を形成ことを目的としている。

[出典] Finansinspektionen提供資料

テキスト目次
１．人生を通して年金について考える
２．年金予測を行いましょう！
３．把握すべき構成要素
４．公的年金
５．企業年金
６．個人年金貯蓄
７．年金受給者になる
８．いつ、どのように選択するのか
９．年金に関する１０の質問
10．用語集
11．まとめ
12．リンク集

オンライン動画教材

[出典] https://gilladinekonomi.se/privatekonomi/pension/
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